
￥

教
育
・
研
究
活
動
の
発
展
に
は
欠
か
せ
な
い
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
購
読

料
が
近
年
高
騰
し
、
学
問
の
基
盤
を
揺
る
が
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
急
速
な
普
及
に
伴
い
、
Ａ
Ｐ
Ｃ
（A

rticle 
Processing C

harge

：
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
掲
載
公
開
料
）
の

負
担
増
が
新
た
な
課
題
と
し
て
顕
著
化
す
る
な
ど
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル

を
取
り
巻
く
問
題
は
、
拡
大
し
複
雑
化
し
て
い
る
。
２
０
２
３
年

の
Ｇ
７
広
島
首
脳
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
お
い
て
は
、
公
的
資
金
に
よ
る

学
術
出
版
物
お
よ
び
科
学
デ
ー
タ
へ
の
即
時
の
オ
ー
プ
ン
で
公
共

的
な
ア
ク
セ
ス
を
支
援
す
る
と
い
っ
た
共
同
声
明
が
出
さ
れ
る
な

ど
、
世
界
的
な
学
術
出
版
社
に
よ
る
研
究
成
果
の
市
場
支
配
へ
の

対
応
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。
日
本
に
お
い
て
も
、
国
と
し
て
戦

略
な
ど
を
策
定
・
フ
ォ
ロ
ー
す
る
機
能
を
設
置
し
て
い
く
な
ど
急

速
に
対
応
が
進
ん
で
い
る
。

学
術
情
報
流
通
を
め
ぐ
る
課
題
へ
の
対
応
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￥

学
術
論
文
等
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
化
の
推
進

石
川 

貴
史
　 

内
閣
府 

科
学
技
術
・ 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
務
局 

参
事
官（
統
合
戦
略
担
当
）

国
内
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
転
換
契
約
の
動
向

成
澤 

め
ぐ
み
　 

大
学
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
連
合 

（
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）事
務
局
長

Ｏ
Ａ
推
進
と
外
国
語
学
術
図
書
出
版
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

矢
野 

均
　
　 

立
命
館
大
学
学
術
情
報
部 

図
書
館
学
術
情
報
課 

課
長

中
原 

康
行
　 

立
命
館
大
学
研
究
部 

研
究
推
進
課 

課
長
補
佐

研
究
成
果
公
開
の
取
り
組
み 

―
明
治
大
学
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
―

久
松 

薫
子
　 

明
治
大
学
学
術
・
社
会
連
携
部 

図
書
館
総
務
事
務
室

C
O

N
TEN

TS

文
部
科
学
省
や
大
学
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
連
合
の
調
査
に

よ
る
と
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
購
読
料
は
９
年
間
で
1.3
倍
、
掲
載
公

開
料
は
こ
の
11
年
間
で
8.3
倍
に
高
騰
し
、
さ
ら
に
円
安
が
こ
の
状

況
に
拍
車
を
か
け
て
お
り
、
各
大
学
に
お
い
て
は
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ビ
ッ
グ
デ
ィ
ー
ル
契
約
（
個
別
講
読
時
に

は
契
約
外
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
も
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
る

契
約
）
が
浸
透
し
た
結
果
、
幅
広
い
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
閲
覧
可
能
な

学
術
情
報
イ
ン
フ
ラ
環
境
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
ビ
ッ
グ
デ
ィ
ー

ル
契
約
を
中
止
す
る
と
学
術
情
報
イ
ン
フ
ラ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な

く
な
る
と
い
う
危
機
感
が
研
究
者
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
も
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

本
企
画
で
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
高
騰
や
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
導
入

に
関
す
る
課
題
や
国
際
的
な
情
勢
な
ど
、
大
学
を
取
り
巻
く
学
術

情
報
流
通
に
関
す
る
現
状
に
つ
い
て
共
有
し
、
厳
し
い
状
況
の
中

で
、
各
大
学
が
研
究
環
境
や
研
究
力
を
維
持
・
向
上
す
る
た
め
の

工
夫
や
取
り
組
み
事
例
を
取
り
上
げ
、
各
大
学
へ
の
情
報
共
有
の

機
会
と
し
た
い
。
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推
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学
術
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推
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課
長
補
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研
究
成
果
公
開
の
取
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組
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明
治
大
学
の
オ
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プ
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ク
セ
ス
―

久
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薫
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明
治
大
学
学
術
・
社
会
連
携
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図
書
館
総
務
事
務
室

C
O

N
TEN

TS
文
部
科
学
省
や
大
学
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
連
合
の
調
査
に

よ
る
と
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
購
読
料
は
９
年
間
で
1.3
倍
、
掲
載
公

開
料
は
こ
の
11
年
間
で
8.3
倍
に
高
騰
し
、
さ
ら
に
円
安
が
こ
の
状

況
に
拍
車
を
か
け
て
お
り
、
各
大
学
に
お
い
て
は
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ビ
ッ
グ
デ
ィ
ー
ル
契
約
（
個
別
講
読
時
に

は
契
約
外
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
も
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
る

契
約
）
が
浸
透
し
た
結
果
、
幅
広
い
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
閲
覧
可
能
な

学
術
情
報
イ
ン
フ
ラ
環
境
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
ビ
ッ
グ
デ
ィ
ー

ル
契
約
を
中
止
す
る
と
学
術
情
報
イ
ン
フ
ラ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な

く
な
る
と
い
う
危
機
感
が
研
究
者
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
も
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

本
企
画
で
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
高
騰
や
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
導
入

に
関
す
る
課
題
や
国
際
的
な
情
勢
な
ど
、
大
学
を
取
り
巻
く
学
術

情
報
流
通
に
関
す
る
現
状
に
つ
い
て
共
有
し
、
厳
し
い
状
況
の
中

で
、
各
大
学
が
研
究
環
境
や
研
究
力
を
維
持
・
向
上
す
る
た
め
の

工
夫
や
取
り
組
み
事
例
を
取
り
上
げ
、
各
大
学
へ
の
情
報
共
有
の

機
会
と
し
た
い
。
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は
じ
め
に

公
的
資
金
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
論
文
や
研
究
デ
ー
タ
等
の

研
究
成
果
は
国
民
に
広
く
還
元
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
流
通
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
術
出
版
社
等
（
以
下
「
学
術
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
マ
ー
」
と
い
う
）
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
お
り
、
購

読
料
及
び
論
文
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
掲
載
公
開
料
（
Ａ
Ｐ
Ｃ
： 

A
rticle Processing C

harge

）
の
高
騰
が
進
ん
で
い
る
。
こ

の
た
め
、
学
術
雑
誌
の
購
読
や
論
文
の
出
版
と
い
う
学
術
研
究
の

根
幹
に
係
る
大
学
、
研
究
者
等
の
費
用
負
担
を
増
大
さ
せ
、
研
究

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
律
性
を
損
な
う
等
の
悪
影
響
を
も
た
ら
す
可

能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
学
術
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
の
契
約
内

容
に
よ
っ
て
は
、
自
ら
が
著
者
で
あ
る
学
術
論
文
等
で
あ
っ
て
も

利
用
に
は
制
限
が
あ
る
場
合
も
多
い
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、

我
が
国
の
研
究
活
動
の
発
信
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
研
究
者
が
、

自
ら
の
研
究
成
果
を
自
由
に
か
つ
広
く
公
開
・
共
有
し
、
国
民
が

広
く
そ
の
知
的
資
産
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
の
構
築
が
必
要
で

あ
る
。現

在
の
学
術
出
版
に
関
す
る
市
場
動
向

1大
学
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
連
合
（
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
：

Japan A
lliance of U

niversity Library C
onsortia for 

E-Resources

）
や
文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
学

術
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
上
位
３
社
で
国
内
の
海
外
ジ
ャ
ー
ナ

ル
購
読
費
の
約
５
割
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

購
読
料
は
９
年
間
で
1.3
倍
の
高
騰
が
見
ら
れ
※
１
、
Ａ
Ｐ
Ｃ
は
こ
の

11
年
間
で
8.3
倍
に
増
加
し
て
い
る
※
２
。
通
常
、
購
読
料
は
大
学
の

図
書
館
費
（
基
盤
的
経
費
の
一
部
）
か
ら
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
ま
た
、
Ａ
Ｐ
Ｃ
は
各
研
究
者
の
研
究
費
か
ら
支
払
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
統
一
的
な
対
応
が
難
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

学
術
論
文
等
の

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
化
の
推
進

石
川 

貴
史

内
閣
府 

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
務
局

参
事
官（
統
合
戦
略
担
当
）
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元
々
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
紙
媒
体
の
雑
誌
に
由
来
し
、
図
書

館
が
支
払
う
雑
誌
の
購
読
料
が
学
術
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
主

た
る
収
入
源
と
さ
れ
て
い
た
（
購
読
料
モ
デ
ル
）。
こ
れ
が
、
オ
ー

プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
潮
流
の
中
で
、
学
術
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が

Ａ
Ｐ
Ｃ
を
収
入
源
と
す
る
モ
デ
ル
（
Ａ
Ｐ
Ｃ
モ
デ
ル
）
に
移
行
し

つ
つ
あ
り
、
こ
れ
が
Ａ
Ｐ
Ｃ
の
高
騰
を
招
い
て
い
る
原
因
の
一
つ

と
考
え
ら
れ
る
。
海
外
の
有
名
雑
誌
で
は
百
万
円
を
超
え
る
Ａ
Ｐ

Ｃ
の
支
払
い
を
求
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
少
額
の
研
究
費
を
受

給
す
る
研
究
者
、
特
に
若
手
研
究
者
の
研
究
費
を
圧
迫
す
る
懸
念

が
あ
る
。

現
状
で
は
購
読
料
及
び
Ａ
Ｐ
Ｃ
と
も
に
上
昇
が
続
い
て
い
る
が
、

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
購
読
料
と
Ａ
Ｐ
Ｃ
を
一
体
的
に
扱
う
契

約
形
態
（
転
換
契
約
）が
各
国
で
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
日
本
で
も

い
く
つ
か
の
大
学
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
学
術
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
の
合
意
に
基
づ
き
、
契
約
が
行
わ
れ
て
い
る
。

国
内
外
の
政
策
動
向

2学
術
情
報
流
通
に
お
け
る
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
欧
米

が
先
行
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
学
術
機
関
連
合
に

よ
る
学
術
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
対
す
る
団
体
交
渉
（Projekt 

D
EA

L

）
や
、
欧
州
の
資
金
配
分
機
関
（
Ｆ
Ａ
）
を
中
心
と
し
た

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
促
進
（Plan S

）
等
、
様
々
な
取
組
が

行
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
米
国
で
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｈ
か
ら
資
金
提
供
を

し
た
研
究
成
果
に
リ
ポ
ジ
ト
リ
（PubM

ed C
entral®

（
Ｐ
Ｍ

Ｃ
））
上
で
掲
載
を
義
務
づ
け
る
等
の
措
置
が
と
ら
れ
て
き
た
。
特

に
、
２
０
２
２
年
８
月
に
米
国
科
学
技
術
政
策
局
（
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
：

O
ffice of Science and Technology Policy

）
か
ら
発
表

さ
れ
た
方
針
※
３
は
特
記
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
も
、
以
前
か
ら
学
術
情
報
流
通
に
お
け
る
課
題

へ
の
対
応
は
行
わ
れ
、
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
よ
る
学
術
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
と
の
交
渉
や
、
各
Ｆ
Ａ
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

の
推
奨
は
漸
次
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。
学
術
情
報
流
通
に
お
け
る

課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
日
本
学
術
会
議
が
２
０
２
０
年
に

提
言
を
公
表
※
４
す
る
と
と
も
に
、
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
情
報

委
員
会
の
下
に
設
置
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
問
題
検
討
部
会
は
、
２

０
２
１
年
に
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
て
い
る
※
５
。

ま
た
、
２
０
２
３
年
５
月
の
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
や
Ｇ
７
仙
台

科
学
技
術
大
臣
会
合
に
お
い
て
も
、
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
を
含
む

オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
が
主
要
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
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元
々
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
紙
媒
体
の
雑
誌
に
由
来
し
、
図
書

館
が
支
払
う
雑
誌
の
購
読
料
が
学
術
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
主

た
る
収
入
源
と
さ
れ
て
い
た
（
購
読
料
モ
デ
ル
）。
こ
れ
が
、
オ
ー

プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
潮
流
の
中
で
、
学
術
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が

Ａ
Ｐ
Ｃ
を
収
入
源
と
す
る
モ
デ
ル
（
Ａ
Ｐ
Ｃ
モ
デ
ル
）
に
移
行
し

つ
つ
あ
り
、
こ
れ
が
Ａ
Ｐ
Ｃ
の
高
騰
を
招
い
て
い
る
原
因
の
一
つ

と
考
え
ら
れ
る
。
海
外
の
有
名
雑
誌
で
は
百
万
円
を
超
え
る
Ａ
Ｐ

Ｃ
の
支
払
い
を
求
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
少
額
の
研
究
費
を
受

給
す
る
研
究
者
、
特
に
若
手
研
究
者
の
研
究
費
を
圧
迫
す
る
懸
念

が
あ
る
。

現
状
で
は
購
読
料
及
び
Ａ
Ｐ
Ｃ
と
も
に
上
昇
が
続
い
て
い
る
が
、

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
購
読
料
と
Ａ
Ｐ
Ｃ
を
一
体
的
に
扱
う
契

約
形
態
（
転
換
契
約
）が
各
国
で
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
日
本
で
も

い
く
つ
か
の
大
学
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
学
術
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
の
合
意
に
基
づ
き
、
契
約
が
行
わ
れ
て
い
る
。

国
内
外
の
政
策
動
向

2学
術
情
報
流
通
に
お
け
る
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
欧
米

が
先
行
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
学
術
機
関
連
合
に

よ
る
学
術
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
対
す
る
団
体
交
渉
（Projekt 

D
EA

L

）
や
、
欧
州
の
資
金
配
分
機
関
（
Ｆ
Ａ
）
を
中
心
と
し
た

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
促
進
（Plan S

）
等
、
様
々
な
取
組
が

行
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
米
国
で
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｈ
か
ら
資
金
提
供
を

し
た
研
究
成
果
に
リ
ポ
ジ
ト
リ
（PubM

ed C
entral®

（
Ｐ
Ｍ

Ｃ
））
上
で
掲
載
を
義
務
づ
け
る
等
の
措
置
が
と
ら
れ
て
き
た
。
特

に
、
２
０
２
２
年
８
月
に
米
国
科
学
技
術
政
策
局
（
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
：

O
ffice of Science and Technology Policy

）
か
ら
発
表

さ
れ
た
方
針
※
３
は
特
記
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
も
、
以
前
か
ら
学
術
情
報
流
通
に
お
け
る
課
題

へ
の
対
応
は
行
わ
れ
、
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
よ
る
学
術
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
と
の
交
渉
や
、
各
Ｆ
Ａ
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

の
推
奨
は
漸
次
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。
学
術
情
報
流
通
に
お
け
る

課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
日
本
学
術
会
議
が
２
０
２
０
年
に

提
言
を
公
表
※
４
す
る
と
と
も
に
、
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
情
報

委
員
会
の
下
に
設
置
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
問
題
検
討
部
会
は
、
２

０
２
１
年
に
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
て
い
る
※
５
。

ま
た
、
２
０
２
３
年
５
月
の
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
や
Ｇ
７
仙
台

科
学
技
術
大
臣
会
合
に
お
い
て
も
、
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
を
含
む

オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
が
主
要
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
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こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、「
統
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
２
０
２

３
」（
令
和
５
年
６
月
９
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
は
、「
学
術
論

文
等
の
即
時
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
実
現
に
向
け
た
国
の
方
針
を

策
定
す
る
」
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
有
識

者
議
員
は
、
２
０
２
３
年
10
月
に
「
公
的
資
金
に
よ
る
学
術
論
文

等
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
実
現
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方
」

を
取
り
ま
と
め
、
学
術
論
文
等
の
即
時
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
実

現
に
向
け
た
国
の
方
針
に
盛
り
込
む
べ
き
事
項
に
つ
い
て
整
理
を

行
っ
た
。

こ
の
基
本
的
な
考
え
方
で
は
、
学
術
論
文
及
び
根
拠
デ
ー
タ
の

即
時
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
を
実
現
す
る
た
め
の
理
念
と
し
て
、

第
１
に
、
公
的
資
金
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
研
究
成
果
を
広

く
国
民
に
還
元
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
共
有
・
公
開
を
通
じ
て
自

由
な
利
活
用
を
図
り
、
科
学
技
術
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
及

び
地
球
規
模
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
。

第
２
に
、
大
学
及
び
大
学
共
同
利
用
機
関
（
以
下
「
大
学
等
」

と
い
う
）
に
お
け
る
利
用
可
能
な
雑
誌
数
や
論
文
発
表
数
を
減
ら

す
こ
と
な
く
、
か
つ
、
研
究
活
動
に
負
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
な

く
、
我
が
国
全
体
で
の
購
読
料
及
び
Ａ
Ｐ
Ｃ
を
含
む
経
済
的
負
担

を
適
正
化
す
る
こ
と
。

第
３
に
、
我
が
国
の
研
究
力
を
踏
ま
え
た
世
界
に
対
す
る
研
究

成
果
の
発
信
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

を
盛
り
込
む
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
理
念
を
尊
重
し
、
２
０
２
４
年
２
月
に
統
合
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
推
進
会
議
に
お
い
て
「
学
術
論
文
等
の
即
時
オ
ー

プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
実
現
に
向
け
た
基
本
方
針
」（
以
下
「
基
本
方

針
」
と
い
う
）
を
国
の
方
針
と
し
て
決
定
し
た
。

ま
た
、
基
本
方
針
の
実
施
に
あ
た
り
、
２
０
２
４
年
２
月
に

「「
学
術
論
文
等
の
即
時
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
実
現
に
向
け
た
基

本
方
針
」
の
実
施
に
あ
た
っ
て
の
具
体
的
方
策
」（
令
和
６
年
２
月

16
日
関
係
府
省
申
合
せ
）（
以
下
「
具
体
的
方
策
」
と
い
う
）
が
関

係
府
省
の
申
合
せ
に
よ
り
取
り
決
め
さ
れ
た
。

文
部
科
学
省
に
お
い
て
も
、
大
学
等
に
よ
る
研
究
成
果
（
学
術

論
文
・
研
究
デ
ー
タ
等
）
の
管
理
公
開
に
関
す
る
体
制
の
充
実
・

強
化
を
図
り
、
産
業
界
等
に
も
開
か
れ
た
知
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
担

保
す
る
こ
と
で
、
研
究
成
果
の
発
信
力
を
強
化
し
、
我
が
国
の
競

争
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
加
速

化
事
業
」
に
よ
り
、
大
学
等
の
研
究
成
果
発
信
力
の
強
化
を
進
め

て
い
る
。
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そ
の
後
、「
統
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
２
０
２
４
」（
令
和
６

年
６
月
４
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
も
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
即

時
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
実
施
に
向
け
た
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
る
。

「
基
本
方
針
」の
概
要

３基
本
方
針
及
び
具
体
的
方
策
で
は
、
即
時
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

の
実
施
に
つ
い
て
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
新
た
に
公
募
を
行
う
即
時

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
対
象
と
な
る
競
争
的
研
究
費
を
受
給
す
る
者

（
法
人
を
含
む
）
に
対
し
、
該
当
す
る
競
争
的
研
究
費
に
よ
る
学
術

論
文
及
び
根
拠
デ
ー
タ
の
学
術
雑
誌
へ
の
掲
載
後
、
即
時
に
機
関
リ

ポ
ジ
ト
リ
等
の
情
報
基
盤
へ
の
掲
載
を
義
務
づ
け
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
こ
こ
で
い
う
、
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
等
の
情
報
基
盤
と
は
、
国
立

情
報
学
研
究
所
のN

II Research D
ata Cloud

※
６
上
で
学
術
論

文
及
び
根
拠
デ
ー
タ
が
検
索
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
即
時
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
対
象
と
な
る
競
争
的
研
究

費
制
度
は
、
当
面
の
間
、

・・ 

新
た
な
科
学
的
知
見
の
創
出
を
主
眼
と
し
、
査
読
付
き
学
術
論

文
を
主
た
る
成
果
と
し
て
取
り
扱
う
も
の

・・ 「
特
定
の
行
政
施
策
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
、
技
術
水
準
の
向
上
を

図
る
も
の
」
以
外
の
も
の

等
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
判
断
す

る
も
の
と
し
て
お
り
、
現
行
制
度
が

継
続
し
、
２
０
２
５
年
度
に
新
た
に

公
募
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
［
表
］

の
と
お
り
と
し
て
い
る
。
な
お
、
国

内
外
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
に
関
す

る
政
策
動
向
、
市
場
動
向
、
競
争
的

研
究
費
各
制
度
の
改
廃
等
を
踏
ま
え

必
要
な
見
直
し
を
行
う
。

実
施
に
向
け
て
引
き
続
き
協
議
が

必
要
な
事
項
と
し
て
は
、「
実
務
上
、

即
時
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
が
困
難

な
学
術
論
文
及
び
根
拠
デ
ー
タ
の
対

応
」、「
根
拠
デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
実

務
上
適
切
な
対
応
」、「
機
関
リ
ポ
ジ

ト
リ
等
の
情
報
基
盤
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
場
合
等
、
学
術
論
文
及
び
根

［表］即時オープンアクセスの対象となる学術論文を主たる成果とする競争的研究費制度

府省名 資金配分機関 制度名

１ 文部科学省 日本学術振興会 科学研究費助成事業

２ 文部科学省 科学技術振興機構 戦略的創造研究推進事業※７

３ 文部科学省 日本医療研究開発機構 戦略的創造研究推進事業

４ 文部科学省 科学技術振興機構 創発的研究支援事業
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そ
の
後
、「
統
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
２
０
２
４
」（
令
和
６

年
６
月
４
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
も
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
即

時
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
実
施
に
向
け
た
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
る
。

「
基
本
方
針
」の
概
要

３基
本
方
針
及
び
具
体
的
方
策
で
は
、
即
時
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

の
実
施
に
つ
い
て
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
新
た
に
公
募
を
行
う
即
時

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
対
象
と
な
る
競
争
的
研
究
費
を
受
給
す
る
者

（
法
人
を
含
む
）
に
対
し
、
該
当
す
る
競
争
的
研
究
費
に
よ
る
学
術

論
文
及
び
根
拠
デ
ー
タ
の
学
術
雑
誌
へ
の
掲
載
後
、
即
時
に
機
関
リ

ポ
ジ
ト
リ
等
の
情
報
基
盤
へ
の
掲
載
を
義
務
づ
け
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
こ
こ
で
い
う
、
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
等
の
情
報
基
盤
と
は
、
国
立

情
報
学
研
究
所
のN

II Research D
ata Cloud

※
６
上
で
学
術
論

文
及
び
根
拠
デ
ー
タ
が
検
索
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
即
時
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
対
象
と
な
る
競
争
的
研
究

費
制
度
は
、
当
面
の
間
、

・・ 

新
た
な
科
学
的
知
見
の
創
出
を
主
眼
と
し
、
査
読
付
き
学
術
論

文
を
主
た
る
成
果
と
し
て
取
り
扱
う
も
の

・・ 「
特
定
の
行
政
施
策
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
、
技
術
水
準
の
向
上
を

図
る
も
の
」
以
外
の
も
の

等
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
判
断
す

る
も
の
と
し
て
お
り
、
現
行
制
度
が

継
続
し
、
２
０
２
５
年
度
に
新
た
に

公
募
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
［
表
］

の
と
お
り
と
し
て
い
る
。
な
お
、
国

内
外
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
に
関
す

る
政
策
動
向
、
市
場
動
向
、
競
争
的

研
究
費
各
制
度
の
改
廃
等
を
踏
ま
え

必
要
な
見
直
し
を
行
う
。

実
施
に
向
け
て
引
き
続
き
協
議
が

必
要
な
事
項
と
し
て
は
、「
実
務
上
、

即
時
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
が
困
難

な
学
術
論
文
及
び
根
拠
デ
ー
タ
の
対

応
」、「
根
拠
デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
実

務
上
適
切
な
対
応
」、「
機
関
リ
ポ
ジ

ト
リ
等
の
情
報
基
盤
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
場
合
等
、
学
術
論
文
及
び
根

［表］即時オープンアクセスの対象となる学術論文を主たる成果とする競争的研究費制度

府省名 資金配分機関 制度名

１ 文部科学省 日本学術振興会 科学研究費助成事業

２ 文部科学省 科学技術振興機構 戦略的創造研究推進事業※７

３ 文部科学省 日本医療研究開発機構 戦略的創造研究推進事業

４ 文部科学省 科学技術振興機構 創発的研究支援事業
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拠
デ
ー
タ
の
掲
載
が
困
難
な
場
合
の
措
置
」、「
即
時
オ
ー
プ
ン
ア

ク
セ
ス
の
実
施
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
間
の
連
携
に

つ
い
て
、
研
究
者
の
負
担
及
び
資
金
配
分
機
関
が
既
に
使
用
し
て

い
る
シ
ス
テ
ム
と
の
整
合
性
を
加
味
し
つ
つ
、
実
現
可
能
な
範
囲

及
び
必
要
な
場
合
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
含
め
た
制
度
構
築
」
の
４

点
を
挙
げ
て
お
り
、
現
在
、
関
係
者
間
で
検
討
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

学
術
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
の
交
渉
に
つ
い
て
も
、「
大
学
を

主
体
と
す
る
集
団
交
渉
の
体
制
構
築
を
支
援
し
、
交
渉
の
取
組
を

通
じ
て
研
究
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
経
済
的
負
担
の
適
正
化
を
図
る
」

と
し
て
お
り
、
国
と
し
て
も
、
交
渉
に
係
る
国
内
外
動
向
の
調
査

や
大
規
模
研
究
大
学
の
理
事
・
副
学
長
・
図
書
館
長
等
と
交
渉
方

針
に
関
す
る
共
通
認
識
等
を
確
認
す
る
場
の
設
定
を
行
う
等
、
集

団
交
渉
に
向
け
た
支
援
を
進
め
て
い
る
。

お
わ
り
に

基
本
方
針
の
実
施
に
向
け
て
は
、
関
係
府
省
、
関
係
機
関
等
と

の
連
携
に
よ
り
具
体
的
な
方
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
ア
カ
デ
ミ
ア
を
含
む
現
場
の
関
係
者
の
理
解
が
不
可
欠
と
考

え
て
い
る
。
内
閣
府
と
し
て
も
各
所
で
講
演
等
を
行
う
ほ
か
、
４

月
に
は
一
般
公
開
で
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の

説
明
会
で
は
２
日
間
で
合
計
約
１
６
０
０
名
の
方
に
聴
講
い
た
だ

い
た
。

今
後
も
説
明
会
等
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

を
含
む
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
政
策
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
内
閣

府
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
随
時
公
表
す
る
こ
と
で
周
知
を
図
る
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
公
表
さ
れ
る
即
時
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の

対
象
と
な
る
競
争
的
研
究
費
制
度
の
募
集
要
項
も
確
認
い
た
だ
き

た
い
。

〈
注
〉

※
１   

文
部
科
学
省
「
令
和
５
年
度
学
術
情
報
基
盤
実
態
調
査
」（
２
０
２
４
年
３
月
）

※
２  

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ「
論
文
公
表
実
態
調
査
報
告
２
０
２
３
年
度
」（
２
０
２
３
年
12
月
）

※
３   

Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｐ「M

EM
O

RA
N

D
U

M
 FO

R TH
E H

EA
D

S O
F EXEC

U
TIV

E 
D

EPA
RTM

EN
TS A

N
D

 A
G

EN
C

IES, Ensuring Free, Im
m

ediate, 
and Equitable A

ccess to Federally Funded Research

」（
２
０
２
２

年
８
月
）

※
４  

日
本
学
術
会
議
「
学
術
情
報
流
通
の
大
変
革
時
代
に
向
け
た
学
術
情
報
環
境
の
再
構

築
と
国
際
競
争
力
強
化
」（
２
０
２
０
年
９
月
）

※
５    
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
・
情
報
委
員
会
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
問
題
検
討
部
会
「
我

が
国
の
学
術
情
報
流
通
に
お
け
る
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
（
審
議
ま
と
め
）」

（
２
０
２
１
年
２
月
）
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※
６   N

II Research D
ata Cloud

は
第
６
期
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画

（
令
和
３
年
３
月
26
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
「
研
究
デ
ー
タ
の
管
理
・
利
活
用
の

た
め
の
我
が
国
の
中
核
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
研
究
デ
ー

タ
基
盤
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

※
７   

先
端
的
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
技
術
開
発
（A

LC
A

-N
ext

）
及
び
情
報
通
信

科
学
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
盤
創
出
（C

RO
N

O
S

）
を
除
く
。
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は
じ
め
に
　
大
学
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
連
合
と
は

大
学
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
連
合
の
目
的
は
「
電
子
ジ
ャ
ー

ナ
ル
等
の
電
子
リ
ソ
ー
ス
に
係
る
契
約
、
管
理
、
提
供
、
保
存
に

係
る
総
合
的
な
活
動
や
、
そ
れ
ら
の
業
務
に
携
わ
る
人
材
の
育
成

等
を
通
し
て
、
わ
が
国
の
学
術
情
報
基
盤
の
整
備
に
貢
献
す
る
こ

と
」
で
あ
る
。
公
私
立
大
学
と
国
立
大
学
の
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
が
発
展
的
に
一
体
化
す
る
形
で
２
０
１
１
年
に
発
足
し
、
２

０
２
４
年
６
月
時
点
の
会
員
館
数
は
５
６
１
、
私
立
大
学
の
約
６

割
が
加
盟
し
て
い
る
（
国
立
は
10
割
、
公
立
は
約
８
割
）。
た
だ

し
電
子
資
料
契
約
業
務
担
当
者
を
除
け
ば
、
大
学
教
職
員
に
と
っ

国
内
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

転
換
契
約
の
動
向成

澤 

め
ぐ
み

大
学
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
連
合

（
J
U
S
T
I
C
E
）事
務
局
長

［図］JUSTICEの組織と連携の枠組み

74

て
必
ず
し
も
馴
染
み
の
あ
る
組
織
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
英
語
名
称

“Japan A
lliance of U

niversity Library C
onsortia for 

E-Resources”

か
ら
採
っ
た
「
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
と
い
う
通
称

が
あ
り
、
以
降
は
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
記
載
す
る
。

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は［
図
］に
示
す
形
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
運

営
委
員
会
・
作
業
部
会
・
事
務
局
の
い
ず
れ
も
、
会
員
館
か
ら
現

役
の
大
学
図
書
館
職
員
が
参
画
（
事
務
局
に
は
出
向
）
し
、
活
動

の
中
枢
を
担
っ
て
い
る
会
費
制
組
織
で
あ
る
。「
出
版
社
交
渉
代
行

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
第
三
者
機
関
で
は
な
く
、
大
学
図
書
館
の
自
主

的
な
参
加
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
と
も
表
現

さ
れ
る
※
１
。

４
つ
の
作
業
部
会
が
事
務
局
と
連
携
し
て
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
目

的
に
沿
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の

う
ち
契
約
に
係
る
交
渉
関
連
の
取
り
組
み
、
特
に
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ

ス
（
Ｏ
Ａ
）
出
版
要
素
を
含
む
も
の
を
中
心
に
説
明
す
る
。

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
出
版
社
交
渉

1Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
出
版
社
交
渉
は
主
に
交
渉
作
業
部
会
と
事

務
局
が
対
応
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
発
足
以
来
、
規
模

や
設
置
母
体
も
さ
ま
ざ
ま
な
多
数
の
会
員
館
を
代
表
す
る
形
で
標

準
提
案
条
件
に
つ
い
て
出
版
社
と
交
渉
し
会
員
館
へ
開
示
す
る
、

オ
プ
ト
イ
ン
形
式
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
が
電
子
資
料
を
直
接
契
約
す
る
予
算
や
権

限
を
持
つ
わ
け
で
は
な
く
、
会
員
館
は
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
出
版

社
間
で
合
意
し
た
提
案
内
容
に
拠
り
、
各
自
で
契
約
（
も
し
く
は

見
送
る
判
断
）
を
行
う
。

当
初
か
ら
対
象
と
し
て
き
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
購
読
契
約
に
加
え
、
近

年
は
Ｏ
Ａ
出
版
要
素
を
含
む
契
約
の
交
渉
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

後
述
す
る
国
内
外
の
動
向
も
あ
っ
て
Ｏ
Ａ
出
版
モ
デ
ル
提
案
は
拡

大
傾
向
に
あ
る
。

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
Ｏ
Ａ
対
応
と
転
換
契
約
提
案

2Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
２
０
１
６
年
、
学
術
論
文
の
Ｏ
Ａ
へ
の
転

換
を
目
指
す
ド
イ
ツ
発
の
国
際
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
「
Ｏ
Ａ
２
０

２
０
」
へ
の
関
心
表
明
に
署
名
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
を
契
機
と
し

て
２
０
１
９
年
『
購
読
モ
デ
ル
か
ら
Ｏ
Ａ
出
版
モ
デ
ル
へ
の
転
換

を
め
ざ
し
て
～
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
Ｏ
Ａ
２
０
２
０
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
～
』（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
※
２
を
作
成
・
公
開
、
次
い
で
『
オ
ー
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プ
ン
ア
ク
セ
ス
出
版
モ
デ
ル
実
現
に
向
け
た
交
渉
方
針
に
つ
い
て
』

（
Ｏ
Ａ
交
渉
方
針
）
※
３
を
作
成
し
て
出
版
社
へ
送
付
し
た
（
い
ず

れ
も
２
０
２
２
～
２
０
２
３
年
に
改
訂
）。
ま
た
２
０
２
３
年
に
は

Ｏ
Ａ
推
進
作
業
部
会
を
新
設
し
て
い
る
。

Ｏ
Ａ
出
版
モ
デ
ル
を
含
む
契
約
が
「
転
換
契
約
」
と
呼
ば
れ
る

の
は
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
係
る
経
費
を
、
高
騰
が
続
く
購
読
料

か
ら
論
文
掲
載
料
（
Ａ
Ｐ
Ｃ
）
へ
転
換
さ
せ
る
こ
と
、『
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
』
表
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、
購
読
モ
デ
ル
か
ら
Ｏ
Ａ
出
版

モ
デ
ル
へ
転
換
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

先
に
示
し
た
『
Ｏ
Ａ
交
渉
方
針
』
で
は
、

・・ 

従
来
の
購
読
契
約
と
転
換
契
約
の
両
方
を
提
案
し
、
会
員
館
が

選
択
可
能
と
す
る

・・ 

転
換
契
約
を
締
結
す
る
大
学
の
出
版
論
文
が
原
則
Ｏ
Ａ
に
な
る

提
案
で
あ
る
こ
と

・・ 

転
換
契
約
を
締
結
す
る
大
学
の
支
出
額
は
原
則
現
在
の
支
出
額

（
購
読
額
＋
Ａ
Ｐ
Ｃ
支
出
額
）
を
上
限
と
す
る

・・ 

転
換
契
約
と
し
て
、
購
読
契
約
を
ベ
ー
ス
に
Ｏ
Ａ
出
版
で
き
る

権
利
を
追
加
し
たRead &

 Publish

（
Ｒ
＆
Ｐ
）
契
約
の
他
、

購
読
額
に
応
じ
た
Ｏ
Ａ
出
版
の
た
め
の
バ
ウ
チ
ャ
ー
発
行
、
Ａ

Ｐ
Ｃ
単
価
の
割
引
、
Ｏ
Ａ
出
版
量
に
応
じ
た
購
読
額
の
割
引
等
、

Ｏ
Ａ
出
版
モ
デ
ル
を
促
進
す
る
提
案
を
歓
迎
す
る

と
い
っ
た
方
針
を
提
示
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
転
換

契
約
交
渉
も
こ
れ
に
沿
っ
て
行
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
初
の
転
換
契
約
提
案
合
意
は
、
２
０
２
０

年
契
約
開
始
（
交
渉
と
合
意
決
定
は
そ
の
前
年
、
以
下
同
）
の

C
am

bridge U
niversity Press

（
Ｃ
Ｕ
Ｐ
）
と
の
も
の
で
あ
る
。

Ｒ
＆
Ｐ
モ
デ
ル
の
３
年
間
提
案
で
、
前
記
方
針
の
と
お
り
購
読

モ
デ
ル
と
の
選
択
が
可
能
な
提
案
で
あ
っ
た
。
Ｒ
＆
Ｐ
モ
デ
ル

は
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
お
け
る
転
換
契
約
の
中
心
と
な
っ
て
お
り
、

世
界
的
に
も
転
換
契
約
の
主
流
モ
デ
ル
で
あ
る
。
Ｒ
＆
Ｐ
モ
デ
ル

以
外
で
は
、
米
国
電
気
電
子
学
会
（
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
）
と
Ａ
Ｐ
Ｃ
単
価

割
引
提
案
の
合
意
に
至
っ
た
。

２
０
２
１
年
は
米
国
機
械
学
会
（
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
）
と
国
際
光
工
学

会
（
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｅ
）、
２
０
２
２
年
は
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
と
Ｒ
＆
Ｐ
契
約
提

案
に
合
意
し
た
。
ま
た
２
０
２
１
～
２
０
２
２
年
はElsevier

や

W
iley

等
大
手
を
含
め
た
複
数
の
出
版
社
と
、
Ａ
Ｐ
Ｃ
単
価
割
引

提
案
に
合
意
し
て
い
る
。

２
０
２
３
年
に
はO

xford U
niversity Press

、Taylor &
 

Francis
、W

iley

と
の
Ｒ
＆
Ｐ
契
約
提
案
に
合
意
し
た
。W

iley
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
述
べ
る
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
外
の
パ
イ
ロ
ッ

76

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
展
す
る
形
で
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
提
案
に
結

び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。
Ｇ
７
仙
台
科
学
技
術
大
臣
会
合
や
Ｇ
７

広
島
サ
ミ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
推
進
が
明
示

さ
れ
た
の
も
２
０
２
３
年
で
、
10
月
に
は
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
有
識
者
議
員
が
『
公
的
資
金
に
よ
る
学
術
論
文

等
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
実
現
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方
』

（
基
本
的
な
考
え
方
）
※
４
を
発
表
し
、
そ
の
流
れ
は
２
０
２
４
年

２
月
の
統
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
推
進
会
議
『
学
術
論
文
等
の

即
時
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
実
現
に
向
け
た
基
本
方
針
』（
Ｏ
Ａ
基

本
方
針
）
※
５
、
関
係
府
省
申
合
せ
『
Ｏ
Ａ
基
本
方
針
の
実
施
に
あ

た
っ
て
の
具
体
的
方
策
』
※
６
へ
と
続
い
た
。

２
０
２
４
年
に
はC

om
pany of Biologists

、Elsevier

と
Ｒ
＆
Ｐ
契
約
提
案
に
合
意
し
て
い
る
。Elsevier

に
つ
い
て
は

「
１
・
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
出
版
社
交
渉
」
で
触
れ
た
、
交
渉
作
業

部
会
お
よ
び
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
事
務
局
が
対
応
す
る
通
常
の
形
式

で
は
な
く
、
会
員
館
へ
参
画
を
募
り
、
57
大
学
と
交
渉
チ
ー
ム
を

結
成
し
て
共
同
交
渉
を
行
う
初
め
て
の
事
例
と
な
っ
た
。
出
版
社

提
案
に
対
し
て
こ
の
57
大
学
を
含
む
１
４
０
大
学
が
関
心
表
明
を

行
い
、
51
大
学
がElsevier

と
の
Ｒ
＆
Ｐ
契
約
締
結
に
至
っ
た
。

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
提
案
外
の
転
換
契
約

3前
項
の
と
お
り
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
お
け
る
転
換
契
約
提
案
合

意
は
２
０
２
０
年
Ｃ
Ｕ
Ｐ
に
始
ま
る
が
、
会
員
館
の
多
く
が
購
読

契
約
を
し
て
い
る
大
手
商
業
出
版
社
と
の
合
意
は
、
２
０
２
３
年

W
iley

と
の
Ｒ
＆
Ｐ
提
案
を
嚆
矢
と
す
る
。W

iley

は
東
北
大
学

／
東
京
工
業
大
学
／
総
合
研
究
大
学
院
大
学
／
東
京
理
科
大
学
の

国
内
４
大
学
と
、
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
契
約
を
締
結
し
、
こ
れ
が
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
提
案
に

発
展
し
た
（
２
０
２
４
年
契
約
は
43
大
学
）。

ま
たSpringer N

ature

も
研
究
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
Ｒ
Ｕ
Ｃ
）
と
い
う
組
織
体
※
７
を
主
体
と
し
て
複
数
大
学
と
交
渉

を
行
い
、
２
０
２
３
年
１
月
か
ら
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
契
約
を
Ｒ
Ｕ
Ｃ

構
成
機
関
10
大
学
が
締
結
、
２
０
２
４
年
は
21
大
学
に
増
加
し
た
。

同
社
は
別
途
、
こ
の
契
約
に
参
加
し
て
い
な
い
大
学
を
対
象
と
し

た
「J -SPRIN

TA

」
と
い
う
枠
組
み
を
作
り
、
15
大
学
と
契
約
を

締
結
し
た
。
一
方
、
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
も
同
社
と
交
渉
を
行
っ
た

も
の
の
、
先
に
示
し
た
『
Ｏ
Ａ
交
渉
方
針
』
に
お
け
る
考
え
方
と

の
隔
た
り
が
大
き
く
、
現
時
点
で
合
意
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

ほ
か
に
学
会
系
を
中
心
と
し
た
複
数
の
出
版
社
と
大
学
が
個
別

 

こ
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ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
展
す
る
形
で
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
提
案
に
結

び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。
Ｇ
７
仙
台
科
学
技
術
大
臣
会
合
や
Ｇ
７

広
島
サ
ミ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
推
進
が
明
示

さ
れ
た
の
も
２
０
２
３
年
で
、
10
月
に
は
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
有
識
者
議
員
が
『
公
的
資
金
に
よ
る
学
術
論
文

等
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
実
現
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方
』

（
基
本
的
な
考
え
方
）
※
４
を
発
表
し
、
そ
の
流
れ
は
２
０
２
４
年

２
月
の
統
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
推
進
会
議
『
学
術
論
文
等
の

即
時
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
実
現
に
向
け
た
基
本
方
針
』（
Ｏ
Ａ
基

本
方
針
）
※
５
、
関
係
府
省
申
合
せ
『
Ｏ
Ａ
基
本
方
針
の
実
施
に
あ

た
っ
て
の
具
体
的
方
策
』
※
６
へ
と
続
い
た
。

２
０
２
４
年
に
はC

om
pany of Biologists

、Elsevier

と
Ｒ
＆
Ｐ
契
約
提
案
に
合
意
し
て
い
る
。Elsevier
に
つ
い
て
は

「
１
・
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
出
版
社
交
渉
」
で
触
れ
た
、
交
渉
作
業

部
会
お
よ
び
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
事
務
局
が
対
応
す
る
通
常
の
形
式

で
は
な
く
、
会
員
館
へ
参
画
を
募
り
、
57
大
学
と
交
渉
チ
ー
ム
を

結
成
し
て
共
同
交
渉
を
行
う
初
め
て
の
事
例
と
な
っ
た
。
出
版
社

提
案
に
対
し
て
こ
の
57
大
学
を
含
む
１
４
０
大
学
が
関
心
表
明
を

行
い
、
51
大
学
がElsevier

と
の
Ｒ
＆
Ｐ
契
約
締
結
に
至
っ
た
。

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
提
案
外
の
転
換
契
約

3前
項
の
と
お
り
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
お
け
る
転
換
契
約
提
案
合

意
は
２
０
２
０
年
Ｃ
Ｕ
Ｐ
に
始
ま
る
が
、
会
員
館
の
多
く
が
購
読

契
約
を
し
て
い
る
大
手
商
業
出
版
社
と
の
合
意
は
、
２
０
２
３
年

W
iley

と
の
Ｒ
＆
Ｐ
提
案
を
嚆
矢
と
す
る
。W

iley

は
東
北
大
学

／
東
京
工
業
大
学
／
総
合
研
究
大
学
院
大
学
／
東
京
理
科
大
学
の

国
内
４
大
学
と
、
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
契
約
を
締
結
し
、
こ
れ
が
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
提
案
に

発
展
し
た
（
２
０
２
４
年
契
約
は
43
大
学
）。

ま
たSpringer N

ature

も
研
究
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
Ｒ
Ｕ
Ｃ
）
と
い
う
組
織
体
※
７
を
主
体
と
し
て
複
数
大
学
と
交
渉

を
行
い
、
２
０
２
３
年
１
月
か
ら
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
契
約
を
Ｒ
Ｕ
Ｃ

構
成
機
関
10
大
学
が
締
結
、
２
０
２
４
年
は
21
大
学
に
増
加
し
た
。

同
社
は
別
途
、
こ
の
契
約
に
参
加
し
て
い
な
い
大
学
を
対
象
と
し

た
「J -SPRIN

TA

」
と
い
う
枠
組
み
を
作
り
、
15
大
学
と
契
約
を

締
結
し
た
。
一
方
、
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
も
同
社
と
交
渉
を
行
っ
た

も
の
の
、
先
に
示
し
た
『
Ｏ
Ａ
交
渉
方
針
』
に
お
け
る
考
え
方
と

の
隔
た
り
が
大
き
く
、
現
時
点
で
合
意
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

ほ
か
に
学
会
系
を
中
心
と
し
た
複
数
の
出
版
社
と
大
学
が
個
別
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に
Ｒ
＆
Ｐ
契
約
を
結
ん
で
い
る
。

転
換
契
約
と
こ
れ
か
ら
の
学
術
情
報
流
通

4２
０
２
３
年
『
基
本
的
な
考
え
方
』
で
は
、
即
時
Ｏ
Ａ
の
実
現
に

向
け
た
基
本
方
針
の
１
つ
に
「
国
は
、
我
が
国
全
体
の
購
読
料
及

び
Ａ
Ｐ
Ｃ
を
含
む
経
済
的
負
担
の
適
正
化
並
び
に
誰
も
が
自
由
に

論
文
及
び
根
拠
デ
ー
タ
を
利
活
用
で
き
る
権
利
の
確
保
等
の
観
点

か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
術
出
版
社
等
（
学
術
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
）に
対
す
る
大
学
を
主
体
と
す
る
集
団
交
渉
の
体
制
構
築
を
支

援
し
、
我
が
国
の
公
的
資
金
全
体
に
お
け
る
負
担
軽
減
を
図
る
。」

と
い
う
方
針
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
の
方
針
の
実
現
に
向
け
、
学
術

研
究
懇
談
会
（
Ｒ
Ｕ
11
）
※
８
構
成
大
学
に
よ
る
「
交
渉
方
針
検
討

会
合
」
か
ら
の
依
頼
を
受
け
た
交
渉
チ
ー
ム
「
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（O

pen 
A

ccess for Scholarly Em
pow

erm
ent

／
オ
ー
エ
イ
ス
）」

が
、
２
０
２
４
年
１
月
に
発
足
し
た
（
２
０
２
４
年
『
Ｏ
Ａ
基
本

方
針
』
に
お
い
て
も
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｅ
の
活
動
に
係
る
同
様
の
記
述
が
あ

る
）。
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｅ
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
知
見

の
共
有
や
交
渉
経
験
に
基
づ
く
助
言
等
の
連
携
協
力
を
行
い
、
現

在
は
一
部
出
版
社
と
の
共
同
交
渉
を
開
始
し
て
い
る
。

そ
し
て
Ｏ
Ａ
を
巡
っ
て
は
、
関
連
経
費
拡
大
の
リ
ス
ク
や
持
続

性
等
の
課
題
も
顕
在
化
し
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｐ
Ｃ

単
価
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
ほ
か
、
２
０
２
３
年
に
米
国
化
学
会

（
Ａ
Ｃ
Ｓ
）
が
著
者
最
終
稿
の
エ
ン
バ
ー
ゴ
（
公
開
猶
予
期
間
）

な
し
の
公
開
に
つ
い
て
２
５
０
０
ド
ル
を
請
求
す
る
「A

rticle 
D

evelopm
ent C

harge

（
Ａ
Ｄ
Ｃ
）」
導
入
を
発
表
。
こ
れ
に

対
し
て
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
リ
ポ
ジ
ト
リ
推

進
協
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｒ
）
と
共
同
で
反
対
声
明
※
９
を
公
表
し

た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
購
読
者
・
著
者
と
も
に
経
費
負
担
の
な

い
（
助
成
機
関
等
が
経
費
を
負
担
す
る
）「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
Ｏ
Ａ
」、

既
存
の
購
読
料
収
入
に
よ
り
Ｏ
Ａ
転
換
を
目
指
す
「Subscribe 

to O
pen

（
Ｓ
２
Ｏ
）」
と
い
っ
た
新
し
い
モ
デ
ル
に
よ
る
模
索
が

続
い
て
い
る
が
、
持
続
性
の
担
保
は
道
半
ば
で
あ
る
。

ま
た
社
会
的
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
い
う
べ
き
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
と

も
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
い
。
国
際
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
連
合 

（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｃ
）
は
２
０
２
４
年
３
月
、
Ａ
Ｉ
関
連
の
権
利
や
制
限

等
に
つ
い
て
規
定
し
た
電
子
資
料
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
が
提
示
さ
れ

は
じ
め
た
状
況
を
踏
ま
え
、
Ａ
Ｉ
条
項
に
つ
い
て
声
明
を
発
表
し
、

そ
の
な
か
で
Ｏ
Ａ
へ
の
移
行
に
は
Ａ
Ｉ
の
合
法
的
か
つ
最
大
限
の

活
用
が
欠
か
せ
な
い
と
述
べ
て
い
る
　
　。
※
10

78

国
内
の
転
換
契
約
は
、
直
近
の
数
年
で
急
速
に
拡
大
し
て
き
た
。

先
述
の
課
題
を
抱
え
つ
つ
も
、
当
面
は
Ｏ
Ａ
推
進
の
主
要
な
手
段

と
し
て
、
さ
ら
に
成
熟
し
た
モ
デ
ル
の
確
立
を
探
る
こ
と
と
な
る
。

Ｏ
Ａ
２
０
２
０
が
目
指
し
た
「
購
読
か
ら
Ｏ
Ａ
へ
」
の
転
換
は
世

界
的
に
も
ま
だ
途
上
に
あ
る
。「
購
読
か
ら
Ｏ
Ａ
へ
」
の
転
換
は
即

ち
学
術
情
報
流
通
の
転
換
そ
の
も
の
で
あ
り
、
転
換
契
約
が
我
が

国
の
学
術
情
報
流
通
を
本
当
に
「
転
換
」
で
き
る
の
か
、
大
学
図

書
館
だ
け
で
は
な
く
大
学
執
行
部
や
大
学
以
外
も
含
む
研
究
機
関
、

研
究
助
成
機
関
、
各
分
野
の
研
究
者
自
身
、
学
術
出
版
関
係
者
等
、

皆
が
考
え
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
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Ｃ
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国
内
の
転
換
契
約
は
、
直
近
の
数
年
で
急
速
に
拡
大
し
て
き
た
。

先
述
の
課
題
を
抱
え
つ
つ
も
、
当
面
は
Ｏ
Ａ
推
進
の
主
要
な
手
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と
し
て
、
さ
ら
に
成
熟
し
た
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デ
ル
の
確
立
を
探
る
こ
と
と
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る
。

Ｏ
Ａ
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２
０
が
目
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し
た
「
購
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か
ら
Ｏ
Ａ
へ
」
の
転
換
は
世

界
的
に
も
ま
だ
途
上
に
あ
る
。「
購
読
か
ら
Ｏ
Ａ
へ
」
の
転
換
は
即

ち
学
術
情
報
流
通
の
転
換
そ
の
も
の
で
あ
り
、
転
換
契
約
が
我
が

国
の
学
術
情
報
流
通
を
本
当
に
「
転
換
」
で
き
る
の
か
、
大
学
図

書
館
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な
く
大
学
執
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部
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大
学
以
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は
じ
め
に

立
命
館
大
学
は
２
０
３
０
年
に
向
け
た
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る

学
園
ビ
ジ
ョ
ン
Ｒ
２
０
３
０
に
お
い
て
海
外
の
大
学
・
研
究
機
関

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
可
視
化
を
通
じ
て
、
継
続
的
な
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
拡
大
的
に
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
立
命
館
大
学
が
重
要
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
「
知

の
ノ
ー
ド
」と
な
る
こ
と
を
目
指
すRitsum

eikan Know
ledge 

N
odes

（
Ｒ
Ｋ
Ｎ
）
の
構
築
を
構
想
し
て
い
る
。
Ｒ
Ｋ
Ｎ
を
実
現

し
本
学
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
図
る
た
め
、
国
際
的
な
研

究
成
果
発
信
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
本
学
の
研
究
戦
略
で
あ
る
第
４
期
研
究
高
度
化
中

期
計
画
に
お
い
て
も
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
と
研
究
成
果
の
国
際
発
信
の
強
化
に
よ
っ
て
『
知
の
ノ
ー
ド
』

と
な
る
大
学
」
と
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
オ
ー

プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
は
本
学
に
と
っ
て
最
重
点
課
題
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、
２
０
２
１

年
度
か
ら
学
術
論
文
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
化
を
推
進
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
研
究
支
援
を
担
当
す
る
研
究

部
と
図
書
館
に
関
す
る
業
務
を
担
う
学
術
情
報
部
が
一
体
と
な
り
、

研
究
成
果
を
社
会
に
対
し
て
よ
り
早
く
、
そ
し
て
オ
ー
プ
ン
に
発

信
す
る
仕
組
み
を
検
討
し
、
実
装
を
行
っ
て
き
た
。
大
手
海
外
論

文
出
版
社
と
の
転
換
契
約
に
よ
る
Ａ
Ｐ
Ｃ
（
論
文
掲
載
料
）
無
料

枠
の
設
定
や
影
響
度
の
高
い
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
の
投
稿
を
補
助
す
る

「
ハ
イ
・
イ
ン
パ
ク
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
投
稿
支
援
制
度
」
を
実
施
し
、

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
化
を
強
力
に
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
研
究

成
果
発
信
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
本
学
に
所
属
す
る
主
に
人
文
社

O
A
推
進
と
外
国
語
学
術
図
書

出
版
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム矢

野 

均

立
命
館
大
学
学
術
情
報
部

図
書
館
学
術
情
報
課 

課
長

　

中
原 

康
行

立
命
館
大
学
研
究
部

研
究
推
進
課 

課
長
補
佐

80

会
科
学
系
の
研
究
者
の
研
究
成
果
を
英
語
書
籍
と
し
て
出
版
す
る

「U
niversity Press of Ritsum

eikan

（
Ｕ
Ｐ
Ｒ
）
外
国
語
学

術
図
書
出
版
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
丸
善
雄
松
堂
株
式
会
社
と
の

協
業
に
よ
っ
て
２
０
２
４
年
度
か
ら
始
動
し
た
。

今
回
、
本
学
で
進
め
て
い
る
研
究
成
果
の
即
時
オ
ー
プ
ン
ア
ク

セ
ス
に
向
け
た
取
り
組
み
全
般
と
そ
の
推
進
体
制
に
加
え
て
、
Ｕ

Ｐ
Ｒ
の
立
ち
上
げ
の
経
緯
を
含
め
ご
紹
介
を
し
た
い
。

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
推
進
に
向
け
て

1前
述
し
た
よ
う
に
、
立
命
館
大
学
の
研
究
高
度
化
中
期
計
画
は
、

２
０
３
０
年
に
向
け
た
「
学
園
ビ
ジ
ョ
ン
Ｒ
２
０
３
０
」
の
も
と
、

現
在
は
第
４
期
計
画
（
２
０
２
１
～
２
０
２
５
年
度
）
が
進
行
中

で
あ
り
「
新
た
な
社
会
共
生
価
値
と
創
発
性
人
材
を
生
み
出
す
次

世
代
研
究
大
学
の
実
現
」
を
基
本
目
標
と
し
て
い
る
。
こ
の
計
画

に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
の
一
つ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
研
究
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
設
定
し
て
お
り
、
国
際
的
な
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
強
化
し
、
立
命
館
大
学
が
「
知
の
ノ
ー
ド
」
と
し
て
機
能
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
２
０
２
１
年
度
以
降
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
の
充

実
を
図
っ
て
き
た
。

一
つ
目
の
課
題
は
研
究
デ
ー
タ
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
と
情
報
公
開

基
盤
の
確
立
で
あ
っ
た
。
本
学
に
お
い
て
は
立
命
館
大
学
研
究

デ
ー
タ
ポ
リ
シ
ー
お
よ
び
研
究
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
関
す
る
運
用

方
針
の
策
定
を
行
い
、
機
関
と
し
て
研
究
デ
ー
タ
の
積
極
的
な
公

開
と
、
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
の
保
存
お
よ
び
公
開
基

盤
を
、
整
備
・
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
た
（
２
０
２
３
年

３
月
29
日
常
任
理
事
会
）。
こ
の
研
究
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
関
す
る

運
用
方
針
の
常
任
理
事
会
議
決
後
に
は
、
研
究
デ
ー
タ
の
保
存
基

盤
と
し
てG

akuN
in RD

M

と
接
続
し
た
学
内
ス
ト
レ
ー
ジ
の
構

築
を
行
い
、
公
開
基
盤
と
し
て
は
、
立
命
館
の
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ

（
Ｒ-

Ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
）
に
研
究
成
果
を
集
約
し
、
オ
ー
プ
ン
デ
ジ
タ
ル

リ
ポ
ジ
ト
リ
と
し
て
運
営
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究
者
の
論

文
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
学
術
資
料
が
広
く
ア
ク
セ
ス
可

能
な
状
態
と
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
ま
た
、
全
学
の
研
究
者

に
向
け
て
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
（
Ｏ
Ａ
）
推
進
に
向
け
た
特
別
セ

ミ
ナ
ー
（
研
究
部
と
学
術
情
報
部
の
共
催
）
を
開
催
し
、
Ｏ
Ａ
の

最
新
ト
レ
ン
ド
や
粗
悪
学
術
誌
（
ハ
ゲ
タ
カ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
）
へ
の

対
処
に
つ
い
て
理
解
増
進
を
図
っ
て
い
る
最
中
に
あ
る
。

も
う
一
つ
の
課
題
は
研
究
成
果
の
即
時
Ｏ
Ａ
化
の
推
進
で
あ
る
。

研
究
部
で
は
２
０
２
２
年
度
か
ら
研
究
成
果
を
広
く
国
内
外
に
発
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会
科
学
系
の
研
究
者
の
研
究
成
果
を
英
語
書
籍
と
し
て
出
版
す
る

「U
niversity Press of Ritsum

eikan

（
Ｕ
Ｐ
Ｒ
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０
２
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介
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築
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２
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信
し
、
社
会
貢
献
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
以
前
か
ら
実
施
し

て
い
た
外
国
語
論
文
投
稿
支
援
制
度
に
加
え
て
、
影
響
度
の
高
い

ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
の
投
稿
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
ハ
イ
・
イ
ン
パ
ク
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
投
稿
支
援
制
度
の
運

用
を
開
始
し
た
。
近
年
高
騰
す
る
Ａ
Ｐ
Ｃ
を
最
大
50
万
円
補
助
す

る
制
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
２
０
２
３
年
度
は
１
件
あ
た
り

の
支
援
上
限
額
を
60
万
円
に
増
額
し
、
6８
報
の
投
稿
を
支
援
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
図
書
館
が
行
っ
て
い
た
ビ
ッ
グ
デ
ィ
ー
ル
契
約

に
お
い
て
も
研
究
部
と
図
書
館
担
当
者
が
事
前
調
整
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
従
来
の
購
読
分
を
図
書
館
、
転
換
契
約
と
し
て
研
究
者

の
成
果
発
信
に
資
す
る
費
用
を
研
究
部
側
が
負
担
す
る
こ
と
と
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
研
究
者
か
ら
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
購
読
タ
イ

ト
ル
を
削
減
す
る
こ
と
な
く
、
そ
し
て
一
定
数
ま
で
Ａ
Ｐ
Ｃ
を
無

償
あ
る
い
は
割
引
価
格
で
投
稿
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
転
換
契
約
に
関
わ
る
調
整
は
、
図
書
館
と
研
究
部

と
い
う
２
つ
の
組
織
が
今
ま
で
以
上
に
情
報
共
有
を
行
う
契
機
と

な
り
、
即
時
Ｏ
Ａ
推
進
に
向
け
て
学
内
組
織
が
部
局
の
垣
根
を
越

え
て
協
力
を
行
う
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

丸
善
雄
松
堂
と
の
包
括
協
定
締
結

2さ
て
、
前
述
し
た
Ｏ
Ａ
化
を
進
め
て
い
く
た
め
の
学
術
論
文
投

稿
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
設
す
る
一
方
で
、
人
文
社
会
系
の
研
究

者
が
生
み
出
す
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
優
れ
た
研
究
成
果
を
本
学
が
目
指

す
国
際
的
な
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ど
う
や
っ
て
結
び
付
け
て
い
く

の
か
に
つ
い
て
も
平
行
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
中

で
英
文
に
特
化
し
た
出
版
部
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
、
本
学

独
自
に
出
版
部
組
織
を
持
つ
検
討
が
行
わ
れ
た
。
検
討
を
進
め
る

中
で
、
編
集
・
製
作
と
い
っ
た
難
し
い
作
業
に
加
え
て
、
流
通
・

発
信
等
の
機
能
に
課
題
が
残
り
、
他
の
方
法
や
協
力
体
制
を
模
索

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
際
、大
学
と
し
て
出
版
部
を
持
つ
難
し
さ
を
解
消
で
き
る
協

業
候
補
者
と
し
て
丸
善
雄
松
堂
が
候
補
に
挙
が
っ
た
。
本
学
の
契

約
書
店
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
洋
書
購
入
の
実
績
が
あ
り
、「
ま
な

び
の
つ
な
が
り
を
育
む
」
を
ブ
ラ
ン
ド
・
プ
ロ
ミ
ス
に
掲
げ
学
術

情
報
の
発
信
に
注
力
し
て
い
る
企
業
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
協
力
関
係
が
築
け
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
を
し

た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
博
士
後
期
課
程
学
生
を
含
め
た
若
手
研

究
者
の
研
究
成
果
発
信
や
さ
ま
ざ
ま
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
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企
画
な
ど
に
お
い
て
も
、
既
に
丸
善
雄
松
堂
の
強
み
を
活
か
し
た

連
携
・
協
力
を
図
っ
て
い
る
実
績
が
あ
っ
た
。

出
版
事
業
に
向
け
た
担
当
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
に
は
一
定
の
時

間
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
同
社
に
は
本
学
の
提
案
を
極
め
て

好
意
的
に
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
、
立
命
館
大
学
に
知
を
発
信
す

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
り
、
世
界
と
つ
な
が
る
知
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
両
者
の
思
惑
は
一
致
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
当

初
の
出
版
と
い
う
目
標
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
も
、
Ｒ
Ｋ
Ｎ
の
実

現
と
い
う
目
標
達
成
に
向
け
て
、
広
く
相
互
に
連
携
・
協
力
す
る

こ
と
で
合
意
に
至
っ
た
。

こ
う
し
て
、
２
０
２
３
年
12
月
15
日
に
包
括
協
定
の
締
結
を
行

う
こ
と
に
な
り
、
英
文
特
化
型
出
版
刊
行
物
等
を
含
む
立
命
館
大

学
の
学
術
成
果
及
び
学
術
資
源
の
公
開
、
収
集
、
提
供
、
地
域
や

社
会
へ
の
発
信
に
関
わ
る
事
業
で
の
協
力
、
支
援
に
加
え
て
、
大

学
の
人
材
育
成
、
新
し
い
学
び
と
研
究
の
在
り
方
を
模
索
す
る
際

の
若
手
研
究
者
支
援
の
企
画
や
事
業
に
お
け
る
連
携
、
協
力
と

い
っ
た
内
容
が
包
括
協
定
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
提
携
に
あ
た
っ
て

は
仲
谷
善
雄
（
立
命
館
大
学
長
）
と
矢
野
正
也
（
丸
善
雄
松
堂
代

表
取
締
役
社
長
）
が
「
つ
な
が
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
対
談
も
行

い
、
日
本
の
学
術
の
知
を
世
界
に
届
け
、
世
界
と
の
知
の
つ
な
が

り
と
い
う
共
通
の
目
標
の
元
、
新
し
い
挑
戦
で
の
協
働
を
確
認
し

た
。［
写
真
１
］

［写真１］立命館大学と丸善雄松堂の包括協定
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果
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の
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集
、
提
供
、
地
域
や

社
会
へ
の
発
信
に
関
わ
る
事
業
で
の
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、
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に
加
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の
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成
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び
と
研
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す
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手
研
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者
支
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の
企
画
や
事
業
に
お
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る
連
携
、
協
力
と

い
っ
た
内
容
が
包
括
協
定
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
提
携
に
あ
た
っ
て

は
仲
谷
善
雄
（
立
命
館
大
学
長
）
と
矢
野
正
也
（
丸
善
雄
松
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代

表
取
締
役
社
長
）
が
「
つ
な
が
り
」
を
テ
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マ
に
し
た
対
談
も
行

い
、
日
本
の
学
術
の
知
を
世
界
に
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け
、
世
界
と
の
知
の
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通
の
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U
niversity Press of Ritsum

eikan

（
Ｕ
Ｐ
Ｒ
）

外
国
語
学
術
図
書
出
版
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

3前
述
の
経
過
を
経
て
、
本
学
に
お
い
て
丸
善
雄
松
堂
と
の
包
括
提

携
を
も
と
に
日
本
初
の
英
文
に
特
化
し
た
学
術
出
版
（U

niversity 
Press of Ritsum

eikan,

略
称
Ｕ
Ｐ
Ｒ
）
が
２
０
２
４
年
度
か
ら
運

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
立
命
館
大
学
の
海
外
で
の
レ
ピ
ュ
テ
ー

シ
ョ
ン
向
上
に
向
け
て
、
学
内
の
人
文
社
会
科
学
系
の
学
術
書
籍

を
選
定
・
翻
訳
、
ま
た
は
新
た
に
執
筆
し
、
海
外
向
け
に
出
版
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
３
カ
年
に
計
３
回
程
度
の

英
文
書
籍
の
刊
行
を
進
め
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
あ
た
って
は
、丸
善
雄
松
堂
に「
海
外

向
け
の
学
術
図
書
の
出
版
企
画・コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
」と
し
て
調

査
委
託
を
実
施
し
、同
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
具
体
的
な
販

路
を
持
っ
た
海
外
出
版
社
の
紹
介
も
受
け
つつ
、本
学
研
究
者
が
執
筆

し
た
書
籍
等
か
ら
英
訳
化
を
し
て
出
版
し
た
際
の
イ
ン
パ
ク
ト
等
の

検
討
を
重
ね
た
。
具
体
的
な
手
順
と
し
て
は
、本
学
既
存
の
研
究
成

果
２
２
６
９
件
の
リ
ス
ト
か
ら
、書
籍
の
ペ
ー
ジ
数
や
刊
行
後
10
年
以

内
と
いっ
た
一
定
の
条
件
に
よ
る
選
別
、同
社
の
こ
れ
ま
で
の
知
見
を

踏
ま
え
海
外
出
版
に
適
し
た
タ
イ
ト
ル
選
定
等
を
行
い
、候
補
と
な
る

書
籍
の
絞
り
込
み
を
行
っ
た
。こ
の
絞
り
込
み
を
行
っ
た
出
版
候
補
タ

イ
ト
ル
に
つ
い
て
は
、海
外
出
版
社
の
編
集
企
画
部
門
責
任
者
に
よ
る

レ
ビュ
ー
を
受
け
、か
つ
、候
補
タ
イ
ト
ル
の
中
か
ら
本
学
の
研
究
担
当

副
学
長
が
出
席
す
る
選
定
委
員
会
に
お
い
て
、第
一
回
刊
行
物
の
選

定
を
行
っ
た
。［
写
真
２
］

［写真２］第一回の外国語学術図書出版推進プログラムに選定された刊行物
『おいしい京都学 料理屋文化の歴史地理』ミネルヴァ書房2022
（加藤 政洋（文学部 地域研究学域）河角 直美（文学部 地域研究学域）著）
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選
定
書
籍
に
つ
い
て
は
、
版
権
交
渉
、
翻
訳
、
校
正
を
進
め
２

０
２
４
年
度
中
の
出
版
を
目
指
し
作
業
を
進
め
て
い
る
。

本
学
に
お
け
る
Ｏ
Ａ
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
は
ま
だ
ま
だ
道
半

ば
で
あ
る
が
、
今
般
文
部
科
学
省
が
公
募
を
行
っ
た
Ｏ
Ａ
加
速
化
事

業
の
採
択
も
受
け
、
研
究
者
が
デ
ー
タ
を
共
有
し
た
く
な
る
よ
う
な

論
文
作
成
や
投
稿
等
を
支
援
で
き
る
仕
組
み
や
制
度
、
デ
ー
タ
を
収

集
・
保
存
・
共
有
す
る
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
（
Ｒ-

Ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
）
の
利

便
性
の
向
上
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
き
た
い
。
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン

ス
に
よ
る
研
究
高
度
化
を
通
じ
て
、
科
学
の
発
展
や
社
会
へ
の
貢
献

を
進
め
て
い
き
た
い
。
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は
じ
め
に

明
治
大
学
で
は
、
研
究
・
教
育
に
資
す
る
学
術
情
報
へ
障
壁
な

く
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
構
築
の
た
め
に
、
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

（
Ｏ
Ａ
）
を
推
進
し
て
い
る
。
本
学
の
研
究
者
が
得
た
知
見
や
研
究

成
果
を
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
形
で
公
開
す
る
こ
と
で
、
知
識
の
発

展
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
稿
で
は
そ
の
具
体
的
な
取
り

組
み
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
方
針
と
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ

1本
学
で
は
２
０
１
９
年
に
明
治
大
学
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
方
針
※
１
と

そ
の
実
施
要
領
※
２
を
公
表
し
、研
究
成
果
を
広
く
明
治
大
学
学
術
成

果
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
学
内
外
に
公
開
し
、そ
の
ア
ク
セ
ス
を
恒
久
的
に
保

証
す
る
こ
と
を
述
べて
い
る［
図
］。

そ
れ
ま
で
も
機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ
を
運
用

し
論
文
の
収
集
と
公

開
を
行
っ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
こ
こ

で
方
針
を
公
表
し
た

の
は
、
オ
ー
プ
ン
ア

ク
セ
ス
方
針
に
よ
っ

て
そ
の
姿
勢
を
世
界

に
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
当
時
主
流
と
な

り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
、

本
学
も
そ
の
考
え
に

賛
同
し
て
い
る
こ
と

研
究
成
果
公
開
の
取
り
組
み

―
明
治
大
学
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
―

久
松 

薫
子

明
治
大
学
学
術
・
社
会
連
携
部

　

図
書
館
総
務
事
務
室

［図］明治大学学術成果リポジトリトップ画面
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を
内
外
に
示
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

本
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
は
、
学
内
の
紀
要
発
行
部
署
へ
提
供
依
頼
を

行
い
ま
た
発
表
論
文
の
登
録
を
呼
び
か
け
て
収
集
を
続
け
、
２
０

２
３
年
度
末
時
点
で
１
万
７
９
２
４
本
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
登

録
や
運
営
は
図
書
館
が
管
轄
し
て
い
る
が
、
登
録
作
業
は
外
部
委

託
し
て
い
る
。

登
録
文
献
の
う
ち
、
最
も
多
い
の
は
紀
要
論
文
（
１
万
７
０
８

４
件
）
で
、
学
位
論
文
（
７
１
６
件
）、
学
術
雑
誌
論
文
（
94
件
）

と
続
く
。
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
方
針
で
収
集
対
象
と
し
た
研
究
成

果
は
、
本
学
研
究
者
に
よ
る
国
内
外
の
学
術
雑
誌
掲
載
論
文
、
及

び
本
学
機
関
が
発
行
す
る
紀
要
掲
載
論
文
で
あ
る
。
方
針
の
中
で

教
職
員
は
研
究
成
果
を
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
提

供
す
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
強
制
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
。

今
の
と
こ
ろ
学
術
雑
誌
論
文
の
登
録
数
は
十
分
で
な
く
、
本
学
の

研
究
成
果
を
網
羅
的
に
収
集
・
公
開
で
き
て
い
る
と
は
言
い
難
い

が
、
学
外
で
は
手
に
入
り
に
く
い
紀
要
掲
載
の
論
文
・
学
位
論
文

の
公
開
に
は
リ
ポ
ジ
ト
リ
は
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。
な
お
、
２
０
２
４
年
度
文
部
科
学
省
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ

ス
加
速
化
事
業
に
本
学
が
採
択
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
を
活
用
し
て

今
後
収
集
シ
ス
テ
ム
の
増
強
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

使
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
は
国
立
情
報
学
研
究
所
提
供
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
のJA

IRO
 C

loud

※
３
で
、
登
録
論
文
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
数
は
近
年
少
し
ず
つ
伸
び
て
お
り
、
２
０
２
３
年
度
は
約

１
３
８
万
回
で
あ
る
。
こ
の
回
数
は
リ
ポ
ジ
ト
リ
シ
ス
テ
ム
へ
の

ア
ク
セ
ス
数
よ
り
多
い
こ
と
か
ら
、
論
文
検
索
シ
ス
テ
ムC

iN
ii 

Research

やG
oogle

検
索
な
ど
の
検
索
結
果
か
ら
本
文
へ
直
接

ア
ク
セ
ス
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
利
用
が
多
い
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
研
究
デ
ー
タ
の
保
存
・
公
開
場
所
と
し
て
も
機
関
リ
ポ

ジ
ト
リ
を
想
定
し
て
い
る
が
、
登
録
は
２
０
２
３
年
度
か
ら
着
手

し
、
研
究
デ
ー
タ
の
蓄
積
及
び
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ポ
リ
シ
ー

策
定
等
も
こ
れ
か
ら
整
備
し
て
い
く
段
階
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

デ
ー
タ
を
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
登
録
し
公
開
し
て
い
く
の
か
、
運

営
側
の
図
書
館
が
方
針
を
持
つ
と
と
も
に
学
内
で
の
共
通
認
識
を

醸
成
す
る
こ
と
も
必
要
で
、
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

転
換
契
約

2２
０
２
０
年
よ
り
１
社
、
さ
ら
に
２
０
２
４
年
よ
り
４
社
を
追
加

し
て
計
５
社
の
出
版
社
と
転
換
契
約
で
あ
るRead &

 Publish

契
約
を
締
結
し
て
い
る
。Read &

 Publish

契
約
と
は
論
文
出
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。
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版
料
（A

rticle Processing C
harges

、
以
下
Ａ
Ｐ
Ｃ
）
と
雑

誌
購
読
料
が
一
体
化
し
た
契
約
で
あ
る
。
本
学
に
お
け
る
論
文
出

版
料
の
助
成
は
ほ
か
に
、
研
究
知
財
部
門
の
海
外
発
信
支
援
事
業

の
一
つ
と
し
て
の
投
稿
料
助
成
、
大
学
院
生
向
け
助
成
制
度
の
一

つ
と
し
て
の
学
術
論
文
投
稿
・
掲
載
料
助
成
が
設
け
ら
れ
て
い
る

が
、Read &

 Publish

契
約
は
図
書
館
が
行
う
Ｏ
Ａ
出
版
の
支

援
で
あ
る
。

２
０
２
４
年
７
月
の
時
点
で
、
各
契
約
で
定
め
ら
れ
た
出
版
論

文
数
を
半
分
ほ
ど
消
化
し
て
お
り
、
新
し
い
契
約
を
概
ね
効
果
的

に
利
用
で
き
て
い
る
。
自
然
科
学
系
の
ほ
か
、
本
学
の
社
会
科
学

系
学
部
・
研
究
者
の
多
さ
を
反
映
し
、
社
会
科
学
系
ジ
ャ
ー
ナ
ル

を
多
く
擁
す
る
出
版
社
に
お
い
て
特
に
出
版
数
が
伸
び
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
加
速
化
事
業
に
採
択
さ
れ
、
Ａ
Ｐ
Ｃ
を
全
額

助
成
す
る
方
針
で
あ
る
た
め
、
２
０
２
４
年
度
は
定
め
ら
れ
た
出

版
論
文
数
を
超
え
て
も
Ａ
Ｐ
Ｃ
は
図
書
館
に
請
求
さ
れ
る
よ
う
に

設
定
し
て
い
る
。

Read &
 Publish

契
約
に
よ
る
Ａ
Ｐ
Ｃ
支
援
が
適
切
に
行
え

て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
利
用
し
た
研
究
者
全
員
に

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を
依
頼
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
少
し
紹
介
す

る
と
、
今
回
の
投
稿
先
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
選
定
に
Ｏ
Ａ
ジ
ャ
ー
ナ
ル

で
あ
る
こ
と
と
Ａ
Ｐ
Ｃ
助
成
が
あ
る
こ
と
は
影
響
し
て
お
ら
ず
、

純
粋
に
論
文
の
内
容
と
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
扱
う
分
野
に
よ
っ
て
決
定

し
た
と
の
答
え
が
多
か
っ
た
。
一
方
で
、
Ａ
Ｐ
Ｃ
支
払
い
の
な
い

ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
こ
れ
ま
で
選
ん
で
い
た
と
い
う
回
答
も
あ
り
、
ま

た
Ａ
Ｐ
Ｃ
支
払
い
の
有
無
が
投
稿
先
選
定
に
将
来
影
響
し
そ
う
と

す
る
回
答
は
多
く
、
Ａ
Ｐ
Ｃ
に
負
担
感
が
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ

る
。
ま
た
図
書
館
の
Ａ
Ｐ
Ｃ
支
援
の
存
在
を
知
ら
な
い
ま
ま
利
用

し
た
研
究
者
も
お
り
、
こ
れ
は
出
版
社
側
の
手
続
き
上
で
ス
ム
ー

ズ
に
Ａ
Ｐ
Ｃ
助
成
利
用
の
選
択
が
進
め
ら
れ
る
お
か
げ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
順
調
に
滑
り
出
し
たRead &

 Publish

契
約
だ

が
、
課
題
も
い
く
つ
か
あ
る
。
ひ
と
つ
は
雑
誌
購
読
の
ス
タ
イ
ル

が
ど
れ
も
、
複
数
誌
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
で
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
。
本
学
図
書
館
で
は
雑
誌
購
読
料
の
継
続
的
な
値
上

げ
に
伴
う
図
書
予
算
逼
迫
へ
の
対
応
と
し
て
、
過
去
に
パ
ッ
ケ
ー

ジ
型
の
購
読
契
約
を
や
め
、
必
要
な
雑
誌
に
絞
っ
た
タ
イ
ト
ル
ご

と
の
契
約
に
切
り
替
え
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
契
約
に
よ
り

そ
れ
が
振
出
し
に
戻
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

へ
の
支
援
を
主
と
み
て
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
が
、
今
後
必
要
な
論

文
を
障
壁
な
く
入
手
で
き
る
環
境
を
保
持
し
つ
つ
、
雑
誌
購
読
契

約
の
ス
タ
イ
ル
を
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
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ま
た
、Read &

 Publish

契
約
で
Ａ
Ｐ
Ｃ
が
支
払
わ
れ
る

ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
場
合
は

本
学
で
の
別
の
助
成
が
利
用
可
能
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
著
者
が
適

切
に
判
断
・
選
択
で
き
る
た
め
に
は
今
以
上
の
制
度
の
工
夫
と
広

報
が
必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
事
務
処
理
上
の
課
題
と
し
て
次
の
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

本
学
で
はRead &

 Publish

契
約
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
論
文

出
版
は
雑
誌
購
読
と
は
異
な
る
行
為
の
た
め
、
雑
誌
購
読
の
た
め

に
従
来
図
書
館
で
使
用
し
て
き
た
予
算
と
は
別
の
予
算
を
論
文
出

版
費
の
た
め
に
用
意
し
、
支
払
処
理
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
契
約
に

よ
っ
て
は
契
約
金
額
の
う
ち
の
論
文
出
版
費
が
明
示
さ
れ
な
い
も

の
も
複
数
あ
り
、
自
ら
そ
れ
を
算
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本

学
で
は
雑
誌
購
読
費
の
み
の
契
約
金
額
とRead &

 Publish

契

約
の
差
額
を
論
文
出
版
費
と
し
た
が
、
い
わ
ば
「
便
宜
的
」
な
金

額
で
あ
り
、
す
べ
て
の
出
版
社
に
論
文
出
版
費
を
明
確
に
示
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ほ
か
、
論
文
受
理
後
Ａ
Ｐ
Ｃ
助
成

を
図
書
館
が
承
認
す
る
作
業
、
各
社
で
定
め
ら
れ
た
出
版
論
文
数

の
残
数
の
管
理
、
広
報
な
ど
、
こ
の
契
約
を
始
め
た
こ
と
に
よ
り

追
加
さ
れ
た
事
務
業
務
も
多
く
あ
り
、今
後Read &

 Publish

契

約
を
増
や
す
際
に
は
こ
の
業
務
負
荷
も
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。

Read &
 Publish

契
約
は
論
文
を
購
読
型
か
ら
オ
ー
プ
ン
ア

ク
セ
ス
へ
の
転
換
を
促
す
過
渡
的
な
も
の
で
あ
り
、
今
後
ど
こ
か

の
時
点
で
次
の
段
階
に
進
む
必
要
が
あ
る
。
そ
の
時
、
単
に
過
去

の
努
力
と
同
じ
こ
と
を
な
ぞ
る
の
で
な
く
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
や

考
え
方
を
取
り
入
れ
て
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、
選
択
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
状
況
が
ど
こ
ま
で

進
化
し
た
時
点
で
、
ど
の
よ
う
な
契
約
へ
変
え
て
論
文
の
ア
ク
セ

ス
保
証
を
維
持
し
て
い
く
か
、
図
書
館
と
し
て
状
況
を
注
視
し
行

動
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
際
、「
必
要
な
人
が
必
要
な

学
術
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
」
と
い
う
一
見
素
朴
な
そ
し
て
図

書
館
の
存
在
理
由
と
も
い
う
べ
き
原
則
を
忘
れ
ず
に
進
め
て
い
き

た
い
。

〈
注
〉

※
１   https://w

w
w

.m
eiji.ac.jp/koho/institution/6t5h7p0000256xtv.

htm
l

　（
２
０
２
４
／
７
／
16
ア
ク
セ
ス
）

※
２   https://w

w
w

.m
eiji.ac.jp/library/search/6t5h7p000030m

ddn-att/
oapolicyguideline.pdf

（
２
０
２
４
／
７
／
16
ア
ク
セ
ス
）

※
３   

こ
の
移
行
作
業
に
つ
い
て
は
　
山
本
都
寛
〝
リ
ポ
ジ
ト
リ
シ
ス
テ
ム
のJA

IRO
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要
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０
２
３-
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に
詳
細
に
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ま
た
、Read &

 Publish

契
約
で
Ａ
Ｐ
Ｃ
が
支
払
わ
れ
る

ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
場
合
は

本
学
で
の
別
の
助
成
が
利
用
可
能
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
著
者
が
適

切
に
判
断
・
選
択
で
き
る
た
め
に
は
今
以
上
の
制
度
の
工
夫
と
広

報
が
必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
事
務
処
理
上
の
課
題
と
し
て
次
の
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

本
学
で
はRead &

 Publish

契
約
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
論
文

出
版
は
雑
誌
購
読
と
は
異
な
る
行
為
の
た
め
、
雑
誌
購
読
の
た
め

に
従
来
図
書
館
で
使
用
し
て
き
た
予
算
と
は
別
の
予
算
を
論
文
出

版
費
の
た
め
に
用
意
し
、
支
払
処
理
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
契
約
に

よ
っ
て
は
契
約
金
額
の
う
ち
の
論
文
出
版
費
が
明
示
さ
れ
な
い
も

の
も
複
数
あ
り
、
自
ら
そ
れ
を
算
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本

学
で
は
雑
誌
購
読
費
の
み
の
契
約
金
額
とRead &

 Publish

契

約
の
差
額
を
論
文
出
版
費
と
し
た
が
、
い
わ
ば
「
便
宜
的
」
な
金

額
で
あ
り
、
す
べ
て
の
出
版
社
に
論
文
出
版
費
を
明
確
に
示
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ほ
か
、
論
文
受
理
後
Ａ
Ｐ
Ｃ
助
成

を
図
書
館
が
承
認
す
る
作
業
、
各
社
で
定
め
ら
れ
た
出
版
論
文
数

の
残
数
の
管
理
、
広
報
な
ど
、
こ
の
契
約
を
始
め
た
こ
と
に
よ
り

追
加
さ
れ
た
事
務
業
務
も
多
く
あ
り
、今
後Read &

 Publish

契

約
を
増
や
す
際
に
は
こ
の
業
務
負
荷
も
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。

Read &
 Publish

契
約
は
論
文
を
購
読
型
か
ら
オ
ー
プ
ン
ア

ク
セ
ス
へ
の
転
換
を
促
す
過
渡
的
な
も
の
で
あ
り
、
今
後
ど
こ
か

の
時
点
で
次
の
段
階
に
進
む
必
要
が
あ
る
。
そ
の
時
、
単
に
過
去

の
努
力
と
同
じ
こ
と
を
な
ぞ
る
の
で
な
く
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
や

考
え
方
を
取
り
入
れ
て
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、
選
択
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
状
況
が
ど
こ
ま
で

進
化
し
た
時
点
で
、
ど
の
よ
う
な
契
約
へ
変
え
て
論
文
の
ア
ク
セ

ス
保
証
を
維
持
し
て
い
く
か
、
図
書
館
と
し
て
状
況
を
注
視
し
行

動
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
際
、「
必
要
な
人
が
必
要
な

学
術
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
」
と
い
う
一
見
素
朴
な
そ
し
て
図

書
館
の
存
在
理
由
と
も
い
う
べ
き
原
則
を
忘
れ
ず
に
進
め
て
い
き

た
い
。

〈
注
〉

※
１   https://w

w
w

.m
eiji.ac.jp/koho/institution/6t5h7p0000256xtv.

htm
l

　（
２
０
２
４
／
７
／
16
ア
ク
セ
ス
）

※
２   https://w

w
w

.m
eiji.ac.jp/library/search/6t5h7p000030m

ddn-att/
oapolicyguideline.pdf

（
２
０
２
４
／
７
／
16
ア
ク
セ
ス
）

※
３   

こ
の
移
行
作
業
に
つ
い
て
は
　
山
本
都
寛
〝
リ
ポ
ジ
ト
リ
シ
ス
テ
ム
のJA

IRO
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図
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：
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図
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要
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に
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細
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述
べ
ら
れ
て
い
る
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